
LS研究委員会

○プログラム
　  9：45 ～  9：55　幹事（LS 研運営部会長）挨拶
　  9：55 ～ 12：25　研究分科会 研究成果発表
　13：40 ～ 16：10　研究分科会 研究成果発表
　16：30 ～ 17：40　特別講演
　18：00 ～ 19：30　懇親パーティー（分科会表彰）

○お申し込みはこちらから
　http://jp.fujitsu.com/family/lsken/activity/annual/14/
　お申し込み締切：5月27日（火）

LS研総合発表会2014 ご案内  ～2013年度の研究成果を集結～

開 催 日：2014年6月3日（火）
開催場所：ホテルグランパシフィック
　　　　  LE DAIBA（東京・台場）

○講演概要
いわゆるグローバル化は、その当否はさておき、誰も避けられない

現実となってきている。
しかし、グローバル人材として世界で生き抜くための仕事の原理原

則は、国内で生き抜く際に必要とされる仕事の原理原則と大きく変
わるものではない。講演では、グローバル化の3つの段階、つまり、イン
ターナショナル化、マルティナショナル化、トランスナショナル化の各
段階の特徴と相違を概説した上で、その共通の原理原則を確認すると
ともに、グローバル化の各段階ごとにグローバル人材として新たに必要
とされる働き方について、その基本的なポイントをお話し頂きます。

特別講演

「グローバル時代を生き抜くために」
株式会社村上憲郎事務所　代表取締役
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「皆様の声」をお聞かせください。

FUJITSUファミリ会事務局

E-mail：

Fax：03-6252-2798
contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com

FUJITSUファミリ会をもっと楽しく活用していただくための
さまざまな情報をご提供します。 NEW FAMILY

（1～2月度ご入会分）

　会報担当幹事から
北海道支部　藤野 博昭  ㈱エイチ・シー・シー

会報担当になって初めて気がついたことがあります。会報「Family」
の内容が充実しているということです。正直なところ、これまでは斜め
読みや、仕事が忙しい時期には目を通すこともできませんでした。じっ
くり読むようになり、あらためて編集委員の方々の創意工夫と努力に
感服しております。地区会報担当としての役割は、会報に対する意見出
しが中心となります。毎号、会報担当のほか、一般会員の方からもアン
ケートを収集し、会報に対する意見を吸い上げて、次号以降の構成に
反映させています。読み物としても、バラエティに富んだ構成となって
おり、読む側を飽きさせない作りになっていると思います。

さらに本冊子をお読みの皆様には、ぜひウェブ版「eふぁみり」もご
紹介したいと存じます。まずは「トップは語る」で掲載しきれなかった
話題は「トップは語るこぼれ話」、支部見聞録FROMでお伝えしきれな
かった情報は「別冊FROM」というように、冊子と連動になった記事が
あります。冊子のコーナー下に「eふぁみりもあわせてご覧ください。」
という表記があれば、連動記事がウェブに掲載されています。さらに目
的の記事をバックナンバーから探しやすいというのもウェブの特長で
す。各号の特集がまとめられていますので、バックナンバーのタイトル
から興味のある記事を簡単に見つけることができます。

会報誌は、皆さんの意見を反映して作られておりますので、ぜひご意
見をお寄せください。そして、これからも会報「Family」と「eふぁみり」の
ご愛読をお願いします。

●北海道	 　十勝清水町農業協同組合

　　　　　		㈲おしまライフサービス

　　　　　		南北海道地産物流協同組合

●信越						 		伊那中央病院

●関東	 			㈱オージス総研

　　　　　		㈱イトーキ

●東海	 			㈱エーアイシステム	名古屋支店

●四国	 			㈱四国総合研究所

●九州	 			㈱データウェーブ
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FUJITSUファミリ会論文

2013年度 入賞論文
2013年度FUJITSUファミリ会論文は、一般論文に15編、新人賞に4編の応募があり、

論文委員会の厳正な審査の結果、入賞論文は次の通り決定いたしました。

2014年度  論	文	募	集
FUJITSU ファミリ会では会員企業の課題解決に役立つ事例を論文として募集しています。
ICT 事例はもちろんのこと、人財育成やコミュニケーション活性化のようなテーマも
大歓迎です。また、入社3年目までの方を対象に、新人賞を募集しています。皆様の
ご応募をお待ちしております。

募集要項については、論文のホームページをご覧ください。

http://jp.fujitsu.com/family/article/
　応募時に必要な各種フォーマットや執筆の際に役立つ「執筆の手引き」を掲載しています。
　また、2013年度の入賞論文をはじめ、約400編以上の論文が掲載されています。

エ ントリ ー 締 切   …… 2014年7月31日（木）
論文原稿提出締切  …… 2014年9月30日（火）

2013年度入賞論文の詳細につきましては、FUJITSUファミリ会ホームページをご覧ください。
入賞論文6編と一般論文11編の全文を閲覧することができます。

FUJITSU ファミリ会ホームページ >>> http://jp.fujitsu.com/family/　
※トップ画面にある「ファミリ会論文」からお入りください。

会員企業の課題解決に役立つ様々な事例を募集しています

■ 賞および賞金
        　　　優秀論文　  50万円
        　　　秀作論文　  25万円
        　　　奨励論文　  10万円
        　　　新 人 賞 　  3万円
さらに ....
 ・提出論文1編につき執筆謝礼として2万円を贈呈します。
 ・審査のうえ、会員専用ホームページ 「FAMILY   ROOM」へ
　掲載された論文には、掲載謝礼として3万円を贈呈します。

● 優秀論文（賞金50万円）
該当なし

● 秀作論文（賞金25万円）
電話、インターネット、コピー等の情報通信システムの
全社最適化によるコスト半減
（株） 四国総合研究所　白方 博教 氏

● 奨励論文（賞金10万円）
クラウド＆スマートデバイス時代における
　　　　コミュニケーション基盤ツールの活用推進策
コクヨ（株）   土江 快知 氏

Fujitsu Forum 2014
FUJITSUファミリ会 共催セミナー

秀作論文（1編）、奨励論文（3編）につきましては、
「Fujitsu Forum 2014」にて執筆者による論文発

表を行います。多数の皆様のご来場をお待ちして
おります。

● 日　　時    2014年5月15日（木）

● 開催場所    東京国際フォーラム
　                      （東京都千代田区）
　 
  F1-1　14：50～15：50
  ■ 電話、インターネット、コピー等の情報通信
   　システムの全社最適化によるコスト半減

  ■ クラウド＆スマートデバイス時代における
  　 コミュニケーション基盤ツールの活用推進策

  F1-2　16：30～17：30
  ■ 超高齢化社会における高齢者が
       運用・利用しやすいシステム開発とは

  ■ 標準とレビューに基づくプロジェクト
       品質の安定化と向上

● お申し込みはこちらから
　  http://forum.fujitsu.com/tokyo/e/
　   お申し込み締切：5月14日（水）12：00まで

超高齢化社会における
　　　　高齢者が運用・利用しやすいシステム開発とは
（株）メイテツコム   林 慎一郎 氏

標準とレビューに基づく
　　　　プロジェクト品質の安定化と向上
三菱重工業（株）   青島 弘幸 氏

● 新人賞（賞金3万円）
情報セキュリティ教育の課題と解決策の考察　 　 四国電力（株）　有井 祐三子 氏

サービスステーションにおけるPOSマニュアルの改善を通じた情報提供の強化について            
　　　　　　　　　　　　　　　ＪＸ日鉱日石インフォテクノ（株）　安藤 由香 氏
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～アジアのICT動向や経済事情に関心のある方は、ぜひご参加ください～

厄年を迎えるにあたって

ワールドカップで話題のブラジル武術「カポエィラ」
N.K.  アクアクララ（株）（東京都品川区）

「そうだ、京都へ行こう！」―金閣寺・銀閣寺・哲学の道・二条城・
平安神宮…日本でしか味わえない四季を肌で感じることができるだ
けではなく、千年以上の歴史を街全体が醸し出す独特の雰囲気。寺院
仏閣、鴨川の流れになぞられる風情、そのたたずまい。
他府県在住の私は、それらに魅せられて1年に20回以上足を運ん

でいます。ここ数年の休日は遠出をする機会に恵まれ、京都以外にも
約30都道府県へ訪れています。デジカメで撮影をした写真も1700
枚を越えていました。私は今年厄年です。厄年とは一般的に災難が
ふりかかるとの言い伝えがありますが、「自分はこうしてきた」とい
う経験を掘り下げて自信へとつながるようにしたいです。自身の行
動や発言を否定されることよりも、1年後に成長できていないこと
の方が怖いのです。その不安に負けないように、もっと自分の気持ち

や感情にフォーカスし、これ
からの人生も自分のページを
増やしていくことがしたいで
す。【アンテナを広くはって、
キャッチした情報を自分なり
に噛み砕く。】それが新しい自
信になると思っています。
そして「年を重ねるのが楽し
みです。」と心の底から胸を張っ
て言える自分になりたいです。
今日の1日、人生80年、手帳を埋めていくように精一杯挑戦をして充
実させてみせます。

ある日、2年ほど通っていた護身術のジムが分裂。どこに通えばいい
のか分からなくなりそのまま脱退。代わりになにか良い護身術や武術が
ないかなぁ。探し続け、辿りついたのがブラジルの武術・伝統芸能であ
るカポエィラ。習い始めてからようやく1年が経過しました。
テレビ等で見るカポエィラは派手なアクロバットがメイン。あんなので

きるかなぁ、でもできるようになったらカッコいいなぁ。と思い軽い気持
ちで門を叩いたのですが、カポエィラってアクロバットだけじゃないんで
す。基本の動き（避けや蹴り）があって、基本があるから派手なアクロバッ
トもできる。そして、本気でカポエィラに取り組もうと思う人には、動き
だけではなくブラジルの伝統的な楽器演奏やカポエィラの歌も覚えて
歌って、ポルトガル語も学ぶ必要があるのです。
運動したいから始めたのにこんなに奥が深いものだとは！奥が深いか

らじっくり取り組むことができます。
また、習っている年齢層も幅広く、わたしが通っている団体「カポエィ
ラ・テンポ」では5歳～ 60歳までが所属しています。そんな仲間たちと
輪になって楽しむことができるとても素敵な武術だなぁと感じています。
これからも続けていきたいです。

投 稿 募 集
「FUJITSUファミリ会」ホームページからも応募可能　▶▶▶ http://jp.fujitsu.com/family/honbu/family/information/

●文章350～600字程度　Word文書または、シンプルテキスト
●写真 ： JPEG画像 等
●送付先 ： ファミリ会事務局 contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com

記事掲載にあたり、会員企業（団体）名、お名前（ペンネームでも可）、
所在地（市町村）を掲載させていただきます。また、投稿者多数など、
誌面の都合上掲載できないことがございます。予めご了承ください。

2014年度海外セミナー in	ベトナム	ご案内

● 実施時期： 2014年6月10日（火）～14日（土）〔3泊5日〕
● 訪問都市： ベトナム（ハノイ）
                        富士通ベトナム、日産テクノベトナム他、現地の日系法人企業2～ 3社を視察する予定です。

● 募集人員： 30名（最少催行人員 15名）  ※中堅層～幹部社員の方々を対象とした内容としております。

詳しくは「2014年度 海外セミナー」ホームページをご覧ください。
http://jp.fujitsu.com/family/ho/seminar/14v/index.html

Rilakkuma  林純薬工業（株）（大阪府大阪市）

わたしのおすすめ お気に入りの場所や自慢のペット、趣味の活動や家族揃って楽しむイベントなど、あなたのおすすめを写真と
文章で紹介してください。誌面に掲載させていただいた方には、図書カード（3,000円分）を差し上げます。

会員企業の課題解決に役立つ様々な事例を募集しています
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